
食卓に柿が並びました。昔実家の柿
の木があり、竹ざおにカマで切り込み
を入れ、棒を差し込んで口を作り、高
いところの柿を竹ざおで取っていたこ
とを思い出しました。それから栗も竿
で叩いて落としてました。
今の子どもは、栗も柿も、校庭の
トマトのようにツルから生えていると
思っていることでしょうか。

少し前のこと、外からすごい音がす
るなぁと思っていたら、家のガス給湯
器がすごい音をたてていました‼そろ
そろ交換時期とは思っていましたが、
爆発したらどうしようと思い、急ぎ、
新しいものに交換。。ほっとしました。
ついでにガスコンロもガラストップの
コンロに交換し、きれいになりました
(*^-^*)

息子の大学が早くも決まり、ホッと
しています。同時に、学費を確認し、
その高さにビックリ。
奨学金の質疑が国会でもされていま
したが、まず学費を下げて欲しい・・・
と切に感じてしまいました。 

つい先日、軽い肺炎を患いました。
咳が止まらず、なかなか寝付けない
日々が続き、かなり苦しいものでし
た。健康の有難み、改めて痛感してお
ります。忘年会シーズンが始まり、暴
飲暴食をされている方も多いのではな
いでしょうか。健康に気をつけて、楽
しい年末年始をお送りください。

小5の次女が所属するブラスバンド
部がマーチングの全国大会に出場する
ことになりました。さいたまスーパー
アリーナで開催される全国大会に向け
て、連日、朝から晩までの練習で疲れ
切っています。私は応援することしか
できず、みんなで本番で力を出し切る
ことを祈る日々です。

ただいま産休中です。

そろそろ年末大掃除をしなくて
は・・・と、気持ちだけ焦ってきまし
た。今年はちゃんと掃除計画を立て
て、年明けに持ち越さないようにした
いです。

秋毎日寒くなり、温か～いお風呂に
癒されます。今は「自動」ボタン一押
しですが、私が小さい頃は薪でお風呂
を沸かしていました。時間がかかる、
灰の掃除も必要、燃やしすぎで熱くな
りすぎる、お風呂の底面が熱い、と難
儀なお風呂でした。今は本当にすばら
しい！

ドラマ「逃げ恥」のエンディングで
人気の恋ダンス。娘が一生懸命練習
しているところを後ろからこっそり
iphone でムービー撮影してるのです
が、いつもバレて怒られています。
小さい子が頑張って踊ってるところ
が可愛くてたまりません
(‾ー‾ ) ﾆﾔﾘｯ
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松倉　陽子

そろそろ年末大掃除をしなくては・・・
と、気持ちだけ焦ってきました。今年は
ちゃんと掃除計画を立てて、年明けに
持ち越さないようにしたいです。

少し前のこと、外からすごい音がする
なぁと思っていたら、家のガス給湯器が
すごい音をたてていました‼そろそろ
交換時期とは思っていましたが、爆発し
たらどうしようと思い、急ぎ、新しいもの
に交換。。ほっとしました。ついでにガス
コンロもガラストップのコンロに交換
し、きれいになりました(*^-^*)

古川　和代

ドラマ「逃げ恥」のエンディングで人気
の恋ダンス。娘が一生懸命練習してい
るところを後ろからこっそりiphoneで
ムービー撮影してるのですが、いつもバ
レて怒られています。
小さい子が頑張って踊ってるところが
可愛くてたまりません
(‾ー‾)ﾆﾔﾘｯ

村田　美香

毎日寒くなり、温か～いお風呂に癒さ
れます。今は「自動」ボタン一押しです
が、私が小さい頃は薪でお風呂を沸か
していました。時間がかかる、灰の掃除
も必要、燃やしすぎで熱くなりすぎる、
お風呂の底面が熱い、と難儀なお風呂
でした。今は本当にすばらしい！

谷田　佳子

息子の大学が早くも決まり、ホッとして
います。同時に、学費を確認し、その高
さにビックリ。
奨学金の質疑が国会でもされていまし
たが、まず学費を下げて欲しい・・・と
切に感じてしまいました。 

今井　泰朗

つい先日、軽い肺炎を患いました。咳が
止まらず、なかなか寝付けない日々が
続き、かなり苦しいものでした。
健康の有難み、改めて痛感しておりま
す。忘年会シーズンが始まり、暴飲暴食
をされている方も多いのではないで
しょうか。
健康に気をつけて、楽しい年末年始を
お送りください。

田村　奈保子

小5の次女が所属するブラスバンド部
がマーチングの全国大会に出場する
ことになりました。さいたまスーパー
アリーナで開催される全国大会に向
けて、連日、朝から晩までの練習で疲
れ切っています。私は応援することし
かできず、みんなで本番で力を出し切
ることを祈る日々です。

日浦　遥

ただいま産休中です。

八木　正宣

食卓に柿が並びました。昔実家の柿の
木があり、竹ざおにカマで切り込みを
入れ、棒を差し込んで口を作り、高いと
ころの柿を竹ざおで取っていたことを
思い出しました。それから栗も竿で叩い
て落としてました。
今の子どもは、栗も柿も、校庭のトマト
のようにツルから生えていると思ってい
ることでしょうか。

相続号



NEWS & INFO

１年、また１年、良い平成２９年にしていきたいものですね。
さて今回のニュースレターで第５５号を迎えました。

ウチのニュースレターの特徴は、何と言っても事務所全員で記事を書いてきたことです。
当初のニュースレターは４ページ分で分量的にも毎月発行できておりました。
しかし８ページに分量が増えたときには、執筆・チェックする時間や、何より記事が毎回同じような記事にな
ってしまいがちで、ネタ探しに苦労しておりました。
また、専門的な記事を書くときに、内容のチェックが大変重要です。
文章のニュアンスで伝えたい事が１８０度違って伝わってしまうこともあります。
今回のニュースレターから大きく変わった点は、
①自社の執筆にこだわらず、専門的な記事は提携企業の皆さんにお願いしていきたい事。
②ニュースレターを、ビジネスの回と相続の回に分けて発行するということ。

今号は、「相続」の回となります。相続税の改正が平成２７年にあり、相続税関連業務が増えています。
相続に関連した情報に特化して、お届けしたいと思います。
分量も１２ページに拡充し、発行回数は未だ未定ですが、増やしていきたいと思います。
どうぞ、お付き合いいただければと思います。

新しい年となりました

 １．平成29年1月より育児・介護休業法改正 
介護をしながら働く人や、有期契約労働者の方が介護休業・育児休業を取得しやすくなるよう改正が行われ
ます。
２．平成29年1月から65歳以上の方も雇用保険の対象に
平成29年1月1日以降、65歳以上の労働者についても「高年齢被保険者」として雇用保険の適用の対象となり
ます。なお保険料の徴収については平成31年度までは免除となります。
３．還付申告（所得税の確定申告）の受付開始
所得税の還付申告の確定申告書の受付開始日は1月1日です。早く申告を行えば、早く還付が受けられます。
４．固定資産税の償却資産に関する申告
今年の1月1日現在所有している償却資産について、1月中に市区町村へ申告します。納付税額は、市区町村
から土地・建物等の固定資産税と一緒に後日通知されます。
５．給与所得者の扶養控除等申告書の回収と源泉徴収票の交付
本年分の給与所得者の扶養控除等申告書の回収が済んでいるか、今一度確認しましょう。回収期限は、本年
最初の給与支払日の前日です。個人番号記載に係る本人確認や、必要事項の記載もれがないかどうかの確
認をしましょう。また、昨年の給与に係る源泉徴収票は、年末調整の対象者か否かに限らずすべての給与受給
者に交付しましょう。
６．各種法定調書の提出
毎年1月は各種法定調書の提出月です。法定調書には、源泉徴収票、報酬等の支払調書、給与支払報告書な
どがあります。各調書には税務署や市区町村への提出の要件が定められています。税務署から送付される説
明書等を確認の上、提出しましょう。

セルフメディケーション税制の開始
増え続ける国民医療費を抑制

健
診
受
診
率
の
向
上
や
薬
局
等
か
ら
の
医
薬
品
購
入
に
よ
る
医
療
費
の

抑
制
を
目
的
と
し
た
、「
セ
ル
フ
メ
ディ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
医
療
費
控
除
の
特
例
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た

セ
ル
フ
メ
ディ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
医

療
費
控
除
の
特
例
と
は

従
来
の
医
療
費
控
除
制
度
は
、
1
年
間

（
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
）
に
自
己
負
担
し

た
医
療
費
が
、
自
分
と
扶
養
家
族
の
分
を

合
わ
せ
て「
合
計
10
万
円
」を
超
え
た
場
合
、

確
定
申
告
す
る
こ
と
で
、所
得
税
が
一
部
還

付
さ
れ
た
り
、翌
年
の
住
民
税
が
減
額
さ
れ

る
制
度
で
す
。

今
回
、
医
療
費
控
除
制
度
の
特
例
と
し

て
、
2
0
1
7
年
1
月
か
ら
新
た
に「
セ
ル

フ
メ
ディ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制（
医
療
費
控
除
の

特
例
）」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。 

特
定
の
成
分

を
含
ん
だ
O
T
C
医
薬
品
の
年
間
購
入
額

が「
合
計
1
万
2
0
0
0
円
」を
超
え
た
場

合（
上
限
金
額
：
8
万
8
0
0
0
円
）に
適

用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

O
T
C
医
薬
品
と
は
医
師
の
処
方
箋
が

な
く
て
も
店
頭
で
買
え
る
医
薬
品
の
事
を

指
し
ま
す
。

し
か
し
、O
T
C
医
薬
品
で
あ
れ
ば
、す

べ
て
当
該
制
度
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。対
象
と
な
る
「
一
定
の
ス

イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
」は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ
れ
て
お
り
、

平
成
28
年
12
月
16
日
時
点
で
は
1
5
5
5

品
目
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
例
は
、
平
成
29
年
分
の
確
定
申

告
か
ら
適
用
で
き
ま
す
。来
年
一
年
分
の
医

療
費
の
領
収
書
を
集
め
て
、
再
来
年
の
確

定
申
告
時
に
医
療
費
控
除
と
し
て
使
用
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
新
し
い
制
度
が
で
き
た
背
景
に
は
、

年
々
増
え
続
け
る
国
民
医
療
費
を
抑
え
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

こ
の
特
例
は
、
健
康
の
維
持
増
進
や
疾

病
予
防
の
た
め
に
健
康
診
断
等
を
受
け
て

い
る
人
で
、所
得
税
や
住
民
税
を
納
め
て
い

て
、
自
分
と
扶
養
家
族
の
分
を
合
わ
せ
て
、

対
象
と
な
る
O
T
C
医
薬
品
の
年
間
購
入

額
が
1
万
2
0
0
0
円
を
超
え
た
人
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
す
る
際
の
注
意

従
来
の
医
療
費
控
除
制
度
と
セ
ル
フ
メ

ディ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の
特

例
）
を
同
時
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。購
入
し
た
O
T
C
医
薬
品
の
代
金

に
係
る
医
療
費
控
除
制
度
に
つ
い
て
は
、従

来
の
医
療
費
控
除
制
度
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）

の
ど
ち
ら
の
適
用
と
す
る
か
、
対
象
者
ご

自
身
で
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
特
例
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
1
年

間
に
自
己
負
担
し
た
医
療
費
の
合
計
が
10

万
円
を
超
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
人
で
も
、

対
象
と
な
る
O
T
C
医
薬
品
の
年
間
購
入

額
が
1
万
2
0
0
0
円
を
超
え
れ
ば
、
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控

除
の
特
例
）
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

（引用・参考文献：日本OTC医薬品協会HP) 23



相
続
よ
り
も
贈
与
の
方
が
節
税
で
き
る
場
合
と
は
、ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
で
し
ょ
う
か

ま
た
、相
続
対
策
に
贈
与
を
活
用
す
る
場
合
、ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

相
続
の
方
が
有
利
？

贈
与
税
は
、
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
1
年
間
で
贈
与
を
受
け
た
財
産
に

対
し
て
課
さ
れ
ま
す
。

贈
与
を
受
け
た
方（
受
贈
者
）は
、
翌
年

3
月
15
日
ま
で
に
贈
与
税
を
計
算
し
て
確

定
申
告
し
、税
を
納
付
し
ま
す
。贈
与
税
に

は
受
贈
者
1
人
に
つ
き
年
間
1
1
0
万
円

の
基
礎
控
除
が
あ
り
ま
す
。贈
与
を
受
け

た
財
産
の
う
ち
1
1
0
万
円
ま
で
の
部
分

に
は
、贈
与
税
は
課
さ
れ
ま
せ
ん（
相
続
時

精
算
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
な
い
場

合
）。贈

与
税
、
相
続
税
と
も
に
、
超
過
累
進

税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。超
過
累
進

税
率
は
、
課
税
さ
れ
る
財
産
の
額
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
、
高
い
税
率
が
適
用
さ
れ

る
仕
組
み
で
す
。贈
与
税
と
相
続
税
の
計

算
方
法
が
異
な
る
た
め
一
概
に
比
較
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
課
税
さ
れ
る
財
産
の
額
が

同
じ
で
あ
れ
ば
、
贈
与
税
の
方
が
相
続
税

に
比
べ
て
税
率
が
高
く
、
見
た
目
に
は
贈

与
の
方
が
不
利
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。

贈
与
税
に
は
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

前
述
の
通
り
、
贈
与
税
に
は
年
間

1
1
0
万
円
の
基
礎
控
除
が
あ
り
ま
す
。

10
年
に
わ
た
っ
て
贈
与
す
れ
ば
1
1
0
0

万
円
分
を
非
課
税
で
贈
与
で
き
ま
す
。将

来
、
相
続
税
の
税
率
が
30
％
と
な
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
贈
与
税
と
し
て
20
％
課
さ

れ
て
も
、
そ
の
差
10
％
分
税
の
負
担
が
減

り
ま
す
。

ま
た
、
贈
与
は
相
続
と
違
い
、
贈
与
す

る
財
産
の
額
や
受
贈
者
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、納
付
す
べ
き
税
額
、適
用
す
る
税
率
を

計
画
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
点
も
、

贈
与
の
メ
リ
ッ
ト
の
1
つ
で
す
。

贈
与
で
気
を
付
け
る
こ
と

ま
ず
、「
連
年
贈
与
」に
注
意
が
必
要
で

す
。「
連
年
贈
与
」と
は
、「
1
0
0
0
万
円

を
数
回（
数
年
）に
分
け
て
贈
与
す
る
」等

と
い
う
こ
と
が
当
初
よ
り
約
束
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
1
年
ご
と
に
贈
与
を

受
け
る
と
は
考
え
ず
、
贈
与
1
年
目
に
定

期
金
に
関
す
る
権
利
（
数
年
に
わ
た
り
合

計
1
0
0
0
万
円
贈
与
を
受
け
る
権
利
）

の
贈
与
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
課
税
さ

れ
ま
す
。「
連
年
贈
与
」と
認
定
さ
れ
な
い

た
め
に
は
、
贈
与
契
約
書
を
都
度
締
結
す

る
、
毎
年
贈
与
す
る
額
を
決
め
る
、
毎
年

贈
与
す
る
財
産
を
決
め
る
等
の
プ
ロ
セ
ス

が
大
切
で
す
。

ま
た
、「
名
義
預
金
」に
も
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く
相
続
税
対

策
と
し
て
行
っ
た
贈
与
が「
名
義
預
金
」と

み
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
贈
与
と
は
認
め
ら

れ
ず
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。「
名
義
預
金
」
と
認
定
さ
れ
な
い

た
め
の
対
策
も
重
要
で
す
。

更
に
、
相
続
開
始
前
3
年
以
内
に
相
続

人
に
対
し
て
行
っ
た
贈
与
は
、
相
続
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
相
続
人
を
対
象
と
し
た

直
前
の
対
策
で
は
、
相
続
税
の
課
税
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。贈
与
は
コ
ツ
コ
ツ
と
長

期
間
に
わ
た
っ
て
行
う
こ
と
で
、
大
き
な

対
策
と
な
り
ま
す
。計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

 
 

妻、子供 2 人で相続人が計 3 名。財産額 3 億円。 
毎年 200 万円ずつを 3 人に 10 年間贈与（合計 6,000 万円）した場合を考えてみましょう。 

 対策前 対策後 
相続税の総額 5,720 万円 3,700 万円 

10 年分の贈与税額 ― 270 万円 
合計 5,720 万円 3,970 万円 

※3 年内加算、配偶者控除は加味していません。 
※相続時精算課税制度は適用していないものとします。 
※贈与は、最初から金額、年数が確定し ていたものではないとします。 

 

贈与を利用した相続税対策の例

1,750万円
の節税

＜贈与税の速算表＞ 

基礎控除後の課税価格 
特例税率※ 一般税率 

税率 控除額 税率 控除額 

 200 万円以下 10％ ― 10％ ― 

200 万円超 300 万円以下 
15％ 10 万円 

15％ 10 万円 

300 万円超 400 万円以下 20％ 25 万円 

400 万円超 600 万円以下 20％ 30 万円 30％ 65 万円 

600 万円超 1,000 万円以下 30％ 90 万円 40％ 125 万円

1,000 万円超 1,500 万円以下 40％ 190 万円 45％ 175 万円

1,500 万円超 3,000 万円以下 45％ 265 万円 50％ 250 万円

3,000 万円超 4,500 万円以下 50％ 415 万円
55％ 400 万円

4,500 万円超  55％ 640 万円

※20 歳以上の者が直系尊属（父母や祖父母）から贈与を受けた場合に適用。
     義父母、義祖父母などからの贈与には適用されません。  ＜相続税の速算表＞ 

各相続人が取得する金額 税率 控除額 

1,000 万円以下 10％ ― 

1,000 万円超 3,000 万円以下 15％ 50 万円 

3,000 万円超 5,000 万円以下 20％ 200 万円 

5,000 万円超 1 億円以下 30％ 700 万円 

1 億円超 2 億円以下 40％ 1,700 万円

2 億円超 3 億円以下 45％ 2,700 万円

3 億円超 6 億円以下 50％ 4,200 万円

6 億円超  55％ 7,200 万円

 

●毎年受贈者 1 人当たり 110 万円（基礎控除額）までは、贈与税が課税されません。
●タイミングや財産額、適用税率などを計画的にコントロールすることにより、
　“相続開始時までに支払った贈与税額の合計額 ＜ 贈与実行後の相続税負担減少額 ”
　とすれば相続税対策になります。
●連年贈与には注意しましょう。
●相続人への相続開始直前（3 年）の贈与は、相続税対策になりません。

贈与する際のPoint!

TAX TOPICS
生前贈与？相続？どっちが得？！
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不動産名義変更のタイミング
前回の相続登記をせず、
今回のみで済ますことはできるのか？

相
続
登
記
放
置
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト

遺
産
分
割
の
手
続
き
が
完
了
し
て

い
な
い
状
況
で
、相
続
人
の
一
人

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、前

の
相
続
登
記
を
省
略
し
て
、次
の

相
続
登
記
を
行
う
こ
と
は
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
？

不
動
産
の
権
利
の
登
記
の
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、い
つ
ま
で
に
終
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。で

す
が
、期
限
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、い

つ
か
や
ろ
う
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た

り
、も
う
登
記
自
体
し
な
い
と
決
め
て
し
ま

う
と
、様
々
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
し
ま
す
。

こ
ん
な
事
例
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

A
さ
ん
の
父
B
さ
ん
は
、3
年
前
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。父
B
さ
ん
の
相
続
人
は
、
A

さ
ん
と
母
C
さ
ん
の
2
人
で
す
。父
B
さ
ん

の
遺
産
に
つ
い
て
は
、
特
に
遺
産
分
割
協
議

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
、母
C
さ
ん
が
亡
く
な
り
、相
続
人

は
A
さ
ん
の
み
で
す
。父
B
さ
ん
の
遺
産
に

は
、
父
B
さ
ん
名
義
の
土
地
及
び
建
物
が

あ
り
ま
す
。A
さ
ん
は
、
父
B
さ
ん
の
相
続

人
で
、か
つ
、母
C
さ
ん
の
相
続
人
で
す
。果

た
し
て
、
父
B
さ
ん
名
義
の
土
地
及
び
建

物
を
、
直
接
A
さ
ん
名
義
に
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

登
記
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
た

従
来
は
登
記
実
務
上
、
最
終
の
相
続
人

1
名
が
作
成
し
た
遺
産
分
割
協
議
書
を
添

付
し
て
、
直
接
最
終
の
相
続
人
名
義
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、今
般
、こ
の
遺

産
分
割
協
議
が
で
き
な
い
と
す
る
判
決

（
東
京
地
裁
H
26
年
3
月
31
日
判
決
）が
あ

り
、
登
記
実
務
上
も
取
扱
い
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

ど
ん
な
判
決
だ
っ
た
の
か

判
決
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
民
法
は
、
相
続
が
死
亡
に
よ
っ
て
開
始

し（
同
法
8
8
2
条
）、相
続
人
は
、相
続
開

始
の
時
か
ら
、
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し

た
一
切
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と

（
同
法
8
9
6
条
）、さ
ら
に
、相
続
人
が
数

人
あ
る
と
き
は
、
相
続
財
産
が
共
同
相
続

人
ら
の
共
有
に
属
す
る
こ
と
（
同
法

8
9
8 

条
）を
規
定
し
て
お
り
、相
続
人
が

1 

人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続

人
が
、
相
続
開
始（
被
相
続
人
の
死
亡
）時

に
、
被
相
続
人
の
相
続
財
産
を
承
継
す
る

も
の
と
解
す
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
」

最
終
の
相
続
人
1
名
は
二
次
相
続
開
始

時
点
で
遺
産
共
有
状
態
が
解
消
さ
れ
て
い

る
た
め
、
自
己
に
帰
属
し
て
い
る
遺
産
を

改
め
て
自
己
に
帰
属
さ
せ
る
旨
の
意
思
表

示
（
遺
産
処
分
決
定
な
い
し
遺
産
分
割
協

議
）を
観
念
す
る
余
地
も
な
く
、相
続
人
1

名
で
す
る
遺
産
分
割
協
議
は
無
意
味
で
あ

る
、と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

直
接
の
名
義
変
更
が

　
　
　
　
　
で
き
な
く
な
っ
た

事
例
の
場
合
、
父
B
さ
ん
名
義
の
土
地

及
び
建
物
を
、
直
接
A
さ
ん
名
義
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

A
さ
ん
は
、
母
C
さ
ん
の
相
続
の
開
始

（
母
C
さ
ん
の
死
亡
）
時
に
お
い
て
母
C
さ

ん
の
遺
産
を
取
得
し
て
お
り
、遺
産
共
有
状

態
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
母
C
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後
に

遺
産
分
割
協
議
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

父
B
さ
ん
名
義
の
土
地
及
び
建
物
を
、
直

接
A
さ
ん
名
義
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。A

さ
ん
名
義
に
す
る
に
は
A
さ
ん
は
下

記
の
図
の
よ
う
に
、
法
定
相
続
ど
お
り
、
2

段
階
の
登
記
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
父

B
さ
ん
名
義
の
土
地
及
び
建
物
が
、
晴
れ

て
A
さ
ん
の
名
義
と
な
り
ま
す
。

長
年
放
置
す
る
と
ど
う
な
る
か

B
さ
ん
の
場
合
は
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
3
年
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
何
年
も
放

置
し
て
い
る
場
合
は
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
？

役
所
で
の
書
類
の
保
存
期
間
は
、
亡

く
な
っ
た
人
の
住
民
票
の
除
票
な
ら
５

年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、
期

限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
役
所
で
亡
く

な
っ
た
人
の
書
類
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
相
続
登
記
に
必
要
な

書
類
が
取
得
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
相

続
登
記
の
手
続
き
が
少
し
複
雑
に
な
り
、

費
用
も
余
分
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

不
動
産
賠
償
が
受
け
ら
れ
な
い

ま
た
、
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と

不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
、
不
動

産
賠
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

不
動
産
賠
償
と
は
、
事
故
や
契
約
違

反
、
不
法
行
為
な
ど
に
よ
り
不
動
産
が

受
け
た
損
害
を
、
金
銭
な
ど
で
補
て
ん

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

不
動
産
賠
償
は
本
来
、
実
際
に
住
ん

で
い
る
人
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
が
、

対
象
者
全
て
が
住
ん
で
い
た
か
特
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

原
則
と
し
て
登
記
上
の
名
義
人
に
対
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

で
す
の
で
、例
え
ば
自
分
が
住
ん
で
い

る
家
が
、亡
く
な
っ
た
父
名
義
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
場
合
、不
動
産
賠
償
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
す
と
、
東
日
本
大
震
災
で
原

発
事
故
に
よ
り
自
宅
に
住
め
な
く
な
っ

た
人
に
対
し
て
東
京
電
力
が
不
動
産
賠

償
を
行
お
う
と
し
ま
し
た
が
、
相
続
登

記
を
し
て
い
な
い
た
め
に
賠
償
が
行
え

な
い
、と
い
う
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

相
続
登
記
は
な
る
べ
く
早
く

ま
た
相
続
発
生
後
の
一
連
の
手
続
き

か
ら
外
れ
て
期
間
が
空
い
て
し
ま
う
と
、

気
が
抜
け
て
し
ま
い
、
結
局
そ
の
ま
ま

に
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

相
続
登
記
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま

せ
、ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

監
修：あ
す
か
中
央
司
法
書
士
事
務
所

　

      

司
法
書
士　
谷　
松
生

A さん 

父Ｂさん 
3 年前に他界 

母Ｃさん 
昨年他界 

STEP１ Bさんからの所有権移転
父Bさんの死亡日を登記原因日付として、父Bさんから
Aさん及び母Cさんへの法定相続分（各2分の1）どおりの
「所有権移転登記」を行う

STEP２ Cさんからの所有権移転
母Cさんの死亡日を登記原因日付として、
母CさんからAさんへの「持分全部移転登記」を行う

父Ｂさん A さん 母Ｃさん A さん 母Ｃさん 
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今できる生前対策
相談事例からみる「遺言」を書いておくべき人

遺
言
書
を
書
か
な
い
こ
と
が
リ
ス
ク
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

遺
言
は
大
切
な
ご
家
族
への

　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り
で
す

 

生
涯
を
か
け
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
財
産

や
、ご
先
祖
さ
ま
か
ら
引
き
継
い
で
こ
ら

れ
た
財
産
も
、い
ず
れ
は「
相
続
」と
い
う
形

で
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

の
こ
さ
れ
る
ご
家
族
に
配
慮
し
つ
つ
、愛
情

を
も
っ
て
適
切
な
財
産
配
分
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
、遺
言
の
何
よ
り
の
利
点

で
す
。

大
切
な
財
産
を
、思
い
ど
お
り
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、「
遺
言
書
」

を
作
成
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

遺
言
は
、ど
ん
な
人
が
書
い
て
お
く

べ
き
？

法
定
相
続
と
は
異
な
る
遺
産
分
け
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、ど
な
た
も
遺
言
が
必
要

で
す
が
、「
お
子
さ
ま
の
い
な
い
ご
夫
婦
」や

「
独
り
身
の
方
」な
ど
は
遺
言
を
の
こ
す
こ

と
で
、無
用
な
争
い
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

以
降
で
は
、具
体
的
な
相
談
事
例
を
も

と
に
遺
言
を
の
こ
し
て
お
く
べ
き
方
と
し

て
、代
表
的
な
２
つ
の
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

相
談
事
例
１　

「
お
子
さ
ま
の
い
な
い
ご
夫
婦
」（
Ａ
さ
ま

の
ケ
ー
ス
）

妻
と
私
は
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ず
、二
人

仲
良
く
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。私
の
身

に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、も

ち
ろ
ん
全
て
の
財
産
を
妻
に
渡
せ
ま
す
よ

ね
？　

回
答　

い
い
え
。

Ａ
さ
ま
の
ケ
ー
ス
で
は
ご
相
続
人
は
奥

さ
ま
だ
け
で
な
く
、Ａ
さ
ま
の
姉
、弟
、亡

兄
の
子（
甥
、姪
）も
ご
相
続
人
と
な
り
ま

す
。Ａ

さ
ま
の
相
続
が
発
生
し
た
場
合
、奥

さ
ま
は
、必
ず
し
も
親
密
と
は
限
ら
な
い

Ａ
さ
ま
の
ご
兄
弟
等
と
遺
産
分
割
協
議
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
に
は
、法
定
相
続
分
を
ご
兄
弟
等
か

ら
請
求
さ
れ
、金
融
資
産
で
分
割
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、奥
さ
ま
が
自
宅
を
売
却
せ

ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、奥
さ
ま
が
先
立
た
れ
た
場
合
に

は
、Ａ
さ
ま
は
奥
さ
ま
の
弟
さ
ま（
義
弟
）

と
遺
産
分
割
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

兄
弟
姉
妹
に
は
遺
留
分（
※
）が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、遺
言
を
の
こ
す
こ
と
で
事
前
に

も
め
ご
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ａ
さ
ま
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
ご
夫
婦

で
遺
言
を
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

こ
の
他
、死
亡
保
険
金
は
受
取
人
固
有

の
財
産
と
な
り
、遺
産
分
割
の
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
、奥
さ
ま
を
受
取
人
と
す
る
生

命
保
険
に
加
入
さ
れ
る
な
ど
の
対
策
も
有

効
で
す
。

（
※
）遺
留
分
と
は
、法
定
相
続
人
の
う

ち
兄
弟
姉
妹
以
外
の
相
続
人
に
認
め
ら
れ

た
遺
産
を
最
低
限
受
け
と
る
権
利
で
す
。

 

相
談
事
例
２　

「
世
話
に
な
っ
て
い
る
息
子
の
妻
に
も
遺
産

を
分
け
た
い
」

（
Ｂ
さ
ま
の
ケ
ー
ス
）

私
は
５
年
前
か
ら
寝
た
き
り
で
、同
居
し

て
い
る
長
男
と
長
男
の
妻
に
は
大
変
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
長
男
の
妻
は
献
身

的
に
私
や
妻
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
お
り
、

非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。長
男
と
長
男
の

妻
に
少
し
で
も
多
く
の
財
産
を
の
こ
し
た

い
の
で
す
が
、い
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

  

回
答　ご

ざ
い
ま
す
。民
法
で
は「
寄
与
分
」と

い
う
、被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
・
増
加
に

つ
き
特
別
の
寄
与
が
あ
っ
た
相
続
人（
寄
与

者
）に
対
し
、遺
産
分
割
協
議
に
お
い
て
そ

れ
を
考
慮
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、相

続
人
全
員
の
合
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、寄
与
者
は
相
続
人
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、長
男
の
妻
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
場
合
、遺
言
に
よ
り

長
男
へ
の
配
分
を
多
く
し
た
り
、長
男
の
妻

に
遺
贈
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、遺
言
の
趣
旨・付
言
事
項（
※
）

で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

（
※
）遺
言
の
趣
旨・付
言
事
項
と
は
、遺

言
書
に
記
載
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

な
い
事
項
を
い
い
ま
す
。法
的
な
効
力
は
な

い
も
の
の
、遺
言
者
の
真
意
を
伝
え
た
り
、

の
こ
さ
れ
た
親
族
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
希
望
を
書
い
た
り
で
き
ま
す
。

専
門
家
へ
ご
相
談
を

今
ご
説
明
し
ま
し
た
２
つ
の
ケ
ー
ス
以

外
に
も
、「
お
独
り
身
の
方
」、「
障
が
い
を
持

つ
な
ど
特
に
支
え
た
い
お
子
さ
ま
が
い
る

方
」、「
資
産
の
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
で
あ
る

方
」な
ど
、遺
言
に
よ
っ
て
ご
自
身
の
思
い

を
実
現
で
き
た
り
、残
さ
れ
た
親
族
間
の

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

り
す
る
ケ
ー
ス
は
多
数
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
遺
言
で
す

 Ｂさまの家族関係図 

本
人 

妻 

長
男 

二
男 

長
男

妻 

二
男

妻 

が
、民
法
に
定
め
ら
れ
た
一
定
の
方
式
に
よ

ら
な
け
れ
ば
法
律
上
の
効
力
が
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、相
続
人
自
身
が
遺
言
の
執
行
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、無
用
な
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、遺
言
で
、遺
言

に
記
し
た
内
容
を
実
行
し
て
も
ら
う「
遺

言
執
行
者
」を
指
定
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。（
寄
稿
：
三
井
住
友
信
託
銀
行　

奈
良
西
大
寺
支
店　
主
任
財
務
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト　
兼
谷 

高
広
）

「なんだか専門的で難しそう」、「どうしたらいいのか
わからない」と思っておられる方も多いのではない
でしょうか。
私ども三井住友信託銀行は、これまでにたくさんの
お客さまの遺言書作成のお手伝いを承ってまいりま
した。「相続」・「遺言」についてご不明なことやお悩
みのある方はお気軽にご相談ください。

主任財務
コンサルタント　
兼谷 高広
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七転び八お記
-昔あった交通事故のお話し① -

タワマン節税に一定の制約
～平成29年税制改正案より～

転
が
っ
て
起
き
て

所
長
の
八
木
で
す
。久
し
ぶ
り
に
コ
ラ
ム

を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

座
右
の
銘（
ざ
ゆ
う
の
め
い
）と
は
、「
常

に
自
分
の
心
に
留
め
お
い
て
、い
ま
し
め
や

励
ま
し
と
す
る
言
葉
」で
す
。私
の
座
右
の

銘
は
、何
と
い
っ
て
も「
七
転
び
八
起
き
」で

す
。永

ら
く
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
コ
ラ
ム
の
タ

イ
ト
ル
に
付
け
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
怠

け
て
し
ま
っ
て
い
て
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
て
い

ま
し
た
。い
ま
一
度
こ
の
手
に
取
り
戻
し
、

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
事
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、何
度
失
敗
し
て
も
く
じ
け

ず
、そ
の
度
に
奮
起
し
て
立
ち
直
る
こ
と
を

指
し
ま
す
。

私
も
今
年
で
４
６
歳
に
な
り
、家
族
と
仕

事
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
れ
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
が
、思
い
起
こ
せ
ば
転
が
っ
て

ば
か
り
の
半
生
で
し
た
。

転
ん
だ

こ
れ
ま
で
の
最
大
の
危
機
は
、２
０
歳
の

１
月
６
日
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た
こ
と
だ
。

こ
れ
は
生
命
の
危
機
だ
っ
た
。

バ
イ
ト
先
か
ら
の
ス
ク
ー
タ
ー
で
の
帰
り

道
、真
夜
中
、雨
が
降
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、停
ま
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
に
気
付

か
な
か
っ
た
。事
故
の
前
後
は
、良
思
い
出

せ
な
い
。ち
ょ
う
ど
下
り
坂
に
な
っ
て
い
て

６
０
キ
ロ
で
ぶ
つ
か
っ
た
と
思
う
。

事
故
の
結
果
、右
手
首
骨
折
と
右
足
の

開
放
性
骨
折（
骨
が
皮
膚
の
外
に
飛
び
出

る
！
）、そ
し
て
前
歯
上
下
全
部
の
脱
臼
、

顔
は
パ
ン
パ
ン
に
腫
れ
て
い
て
倍
ぐ
ら
い
の

大
き
さ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

3
日
間
の
集
中
治
療
室
に
て

受
入
れ
先
の
病
院
が
な
か
な
か
決
ま
ら

ず
、最
初
搬
送
さ
れ
た
病
院
で
は
対
処
で

き
ず
、２
０
キ
ロ
離
れ
た
神
戸
大
学
病
院
へ
。

ま
た
親
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、翌

朝
、親
の
到
着
を
待
っ
て
よ
う
や
く
手
術
、

神
安
定
剤
や
麻
酔
、栄
養
剤
な
ど
沢
山
の

管
に
繋
が
れ
て
、３
日
間
集
中
治
療
室
で

過
ご
し
た
。

集
中
治
療
室
で
眠
っ
て
い
る
と
き
に
、毎

日
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
夢
を
み
た
。そ

し
て
目
を
覚
ま
し
た
と
き
、目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
病
室
の
白
い
天
井
が
、こ
れ
が
現

実
だ
よ
と
残
酷
な
ま
で
に
見
下
ろ
し
て
い

る
。夢
が
現
実
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、現
実
が

夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、希
望
が
夢
に
現
れ
、

目
が
覚
め
て
現
実
に
ひ
き
戻
さ
れ
る
、を

何
回
も
何
回
も
繰
り
返
し
た
。

昨
日
ま
で
あ
っ
た
、当
た
り
前
の
日
常
生

活
か
ら
、急
転
直
下
の
出
来
事
。こ
う
い
う

時
に
、毎
日
の
普
通
に
過
ご
せ
て
い
る
日
常

生
活
の
尊
さ
が
良
く
わ
か
る
。日
々
健
康
で

あ
る
こ
と
、普
通
に
生
活
で
き
て
い
る
事
に

も
っ
と
感
謝
す
べ
き
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

見
直
し
の
背
景

マ
ン
シ
ョ
ン
の
固
定
資
産
税
評
価
額
は
、

ま
ず
１
棟
全
体
の
評
価
額
を
算
定
し
た
う

え
で
、床
面
積
の
割
合
に
応
じ
て
各
住
戸
の

評
価
額
を
算
出
し
て
い
ま
す
。そ
う
す
る
と
、

階
層
の
上
下
に
関
係
な
く
床
面
積
が
同
じ

な
ら
同
じ
評
価
額
と
な
り
ま
す
。し
か
し

実
際
の
販
売
価
格
は
、高
層
階
の
方
が
低
層

階
よ
り
高
い
の
が
現
状
で
す
。こ
の
販
売
価

格
と
評
価
額
と
の
差
を
利
用
し
て
、特
に
平

成
27
年
の
相
続
税
増
税
以
降
、節
税
対
策

と
し
て
高
層
階
の
タ
ワ
マ
ン
を
購
入
す
る

手
法
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
の
減
税

今
回
そ
う
し
た
手
法
に
一
定
の
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、高
さ
60
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

20
階
建
て
以
上
と
な
る
新
築
タ
ワ
マ
ン
の

固
定
資
産
税
が
平
成
30
年
度
か
ら
見
直
さ

れ
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
固
定
資
産
税
額
は
従

来
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、１
階
上
が
る

ご
と
に
税
額
が
約
0
.
2
6
％
上
が
る
よ

う
変
更
さ
れ
、中
間
の
階
を
境
に
し
て
、高

層
階
は
増
税
、低
層
階
は
減
税
と
な
り
ま

す
。40
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、最
上
階

の
税
額
は
１
階
と
比
べ
10
％
増
し
、50
階
建

て
の
場
合
の
最
上
階
は
１
階
の
1
2
.
6

％
増
し
と
な
り
ま
す
。

相
続
税
な
ど
への
影
響

今
回
の
税
制
改
正
案
で
は
固
定
資
産
税

の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
固
定

資
産
評
価
額
」は
相
続
税
や
贈
与
税
の
評

価
額
、不
動
産
取
得
税
な
ど
の
算
出
に
用

い
ら
れ
ま
す
。タ
ワ
マ
ン
増
税
の
本
丸
は
相

続
税
で
あ
る
の
で
、平
成
30
年
以
降
の
相

続
税
評
価
額
の
動
向
に
注
目
で
す
。

●確定申告のご案内
平成28年分の所得税の確定申告時期がやってまい
りました。
来年2月16日から（還付申告の場合は、1月1日から）
受付が開始されます。ＳＢＬでも皆様にお早めの対応
をお願いしたいと思います。後日改めてご案内させ
ていただきます。
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